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少子高齢化社会に向けて 高齢者や障害者等の移動制約者が必要に

「モビリティサポートの推進」概要

少子高齢化社会に向けて、高齢者や障害者等の移動制約者が必要に
応じ移動に関する情報を入手し、快適・安心かつ安全に移動して積極的
に活動できるバリアフリー環境をソフト施策の面からも構築することが必
要不可欠である。

このため、平成２２年度予算では新たに、段差の有無、幅員やスロープ
などのバリア情報を含んだ歩行空間ネットワークデータの整備を開始するなどのバリア情報を含んだ歩行空間ネットワ クデ タの整備を開始する
とともに、ユビキタス技術等を活用した移動制約者に対するモビリティサ
ポートサービスの普及・展開を図る。

◎予算
○モビリティサポートの推進 ２４９百万円 （前年度 １０１百万円 ２．４６倍）

歩行空間ネ トワ クデ タの整備 １４８百万円（皆増）・歩行空間ネットワークデータの整備 １４８百万円（皆増）
・モビリティサポートモデル事業等 １０１百万円（前年度 １０１百万円）

身体能力に応じた最適ルートの提示
（車椅子利用者）

目的地の正確な場所等を
音声や振動で案内（視覚障害者）

急な振り替え輸送の情報等を
振動や文字で情報提供（聴覚障害者） 2



「自律移動支援プロジェクト」概要

プ ジ

自律移動支援プロジェクトは、「ユニバーサル社会」の実現に向け

【自律移動支援プロジェクトとは？】

自律移動支援プ ジ クトは、 サル社会」の実現に向け
た取組の一環として、身体的状況、年齢、言語等を問わず、「いつで
も、どこでも、だれでも」社会参加や就労などに当たって必要となる
「移動経路」 「交通手段」 「目的地」などの情報を入手することが「移動経路」、「交通手段」、「目的地」などの情報を入手することが
できる環境を構築することを目的としたものである。

【ユビキタス技術の活用について】

自律移動支援プロジェクトの目的を達成するために、あらゆる場
所やモノにコンピューターを配置し、場所やモノに関する情報が提供
できるユビキタス技術を活用することとしたできるユビキタス技術を活用することとした。

自律移動支援プロジェクト評価委員会 提言 （平成21年３月） より
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位置特定インフラ サービス例
電波マーカ、赤外線マーカ

ユビキタス技術を活用したモビリティサポートサービス（イメージ）

電波マ カ、赤外線マ カ

ＩＣタグ付視覚障害者誘導用ブロック

身体的状況に応じたルート提示

携帯端末

ＱＲコードタグ

携帯端末

QRコードタグ
場所情報コ ド

交通結節点における情報提供
場所情報コード

内部検索
場所情報コード
に関連した情報
へ、アクセスし、
情報を取得

周辺施設情報の提供

携帯端末メモリ

・歩行空間ネットワークデータ
（バリア情報含む）

外部データベース
内部データベース

・歩行空間ネット
ワークデータ

（バリア情報含む）

観光情報を多言語で提供

情報サーバ
携帯端末メモリ

（ リア情報含む）

・公共交通運行情報 等

・各種施設データ

（バリア情報含む）

・各種施設データ

等
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これまでの取組経緯

●自律移動支援プロジェクト（H16～H20）

○システムの稼働性の基礎的検証 試験的運用 技術仕様書案の策定○システムの稼働性の基礎的検証、試験的運用、技術仕様書案の策定

○神戸、愛知万博等において実証実験H16
○定常的なサービス提供に向けて

・経路探索・移動案内に必要なデータ項目案の作成
・機器の設置基準案の作成

～
H19 機器の設置基準案の作成

・サービス提供における官民のルールづくり 等

○サービス提供時の民間企業等の参画を想定し、官と民のそれぞれの役
割を分担した下での実証実験

○「自律移動支援システムに関する技術仕様（案）」 のとりまとめ

○自律移動支援プロジェクト評価委員会による「提言」

H20
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これまで行われてきた実証実験等から得た成果をもとに、民間企業等が蓄積してきたユビ
キタス技術等を活用することによ て 歩行者が移動を行うに当た て必要な情報を入手し

モビリティサポートモデル事業

キタス技術等を活用することによって、歩行者が移動を行うに当たって必要な情報を入手し
活動できる環境の構築を目指した取組を、モビリティサポートモデル事業として実施する。こ
れにより、先進的な取組事例を収集・整理し、得た成果を全国的に水平展開することにより、
モビリティサポ トサ ビスの普及を図るモビリティサポートサービスの普及を図る。

急な振り替え輸送の情報等を
振動や文字で情報提供地方公共団体 振動や文字で情報提供地方公共団体

NPO団体

地
域

関係者が
連携し

モビリティを
サポート

NPO団体

情報提供事業者

の
様
々

身体能力に応じた
最適ルートの提示

サポ ト

大規模集客
施設等管理者

々
な
課

目的地の正確な場所等を
音声や振動で案内実施主体

施設等管理者
題

総合的に支援
「モビリティサポートモデル事業」 成果を全国に水平展開
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地域の発意により、歩行者が移動に必要とする情報を手に入れ移動できる環境

モビリティサポートモデル事業の水平展開

地域の発意により、歩行者が移動に必要とする情報を手に入れ移動できる環境
を構築することを目指した取組のうち、全国的課題の解決に資するもの、あるいは、
多くの地域に共通する課題の解決に資するものについて、 「モビリティサポートモ
デル事業」として実施デル事業」として実施。

モビリティサポートモデル事業で収集したモビリティサポートサービスに係る先進
的な取組事例からノウハウを整理し、そのとりまとめ成果を全国的に水平展開する
ことにより モビリティサポ トサ ビスの普及展開を図ることにより、モビリティサポートサービスの普及展開を図る。

平成２１年度モビリティサポートモデル事業 成果の全国的な
水平展開

A地区モデル事業成果 ○○に関するニーズ

水平展開

モビリティサポ ト
B地区モデル事業成果

C地区モデル事業成果

△△に関するニーズ

□□に関するニーズ

モビリティサポート
に関する取組の今
後の進め方の整理

・

・

・
各事業から得られた成果から運用
面や技術面でのノウハウを同様の 平成２２年度～面や技術面でのノウハウを同様の
ニーズのある地域に展開

平成２２年度～

モビリティサポートの推進

ユニバーサルな取組等7

施設等のバリアフリー化などハード施策に併せたバリアフリールート情報の提供などソフト施策を実施することで、
ハード施策と相まってより一層の歩行者の利便性の向上が図られる

「歩行空間ネットワークデータの整備」概要

ハ ド施策と相まってより 層の歩行者の利便性の向上が図られる。

このため、段差の有無、幅員やスロープなどのバリア情報を含む歩行空間ネットワークをデータを整備し、広く一般に
公開する。本データを活用したバリアフリーマップの作成やバリアフリー経路検索並びに移動案内サービスの提供など
により、高齢者、障害者等の移動制約者の利便性の向上が図られる。さらには、ユビキタス技術を活用した高度な移動
案内サービス等が展開されることも期待される案内サ ビス等が展開されることも期待される。

歩行空間ネットワークデータの整備

データの取得
データの公開

街角の案内板や配布物（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾏｯﾌﾟ）への活用

一般国民や民間企業等によるサービス

歩行空間ネ クデ タ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

ホームページ等
でのデータ公開

既往資料 現地調査等

階段スロープ

歩行空間ネットワークデータ
（描画地図データ）

街角の案内板や配布物による
バリアフリー経路・施設の案内

携帯電話やパソコン等による経路案内の高度化

既往資料・現地調査等
によるデータの取得

【リンクの属性情報】 ★

鉄道駅

改札口広場

軌道

歩道

歩車道

★

鉄道駅

改札口広場

軌道

歩道

歩車道

携帯電話や ソ ン等による経路案内の高度化
（利用者の身体的特性・ニーズに応じたバリアフリー経路案内）

屋外 屋内（駅・地下街等）

【リンクの属性情報】
・経路の種類（歩道、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ、ｴｽｶﾚｰﾀｰ、階段等） 等

【リンクの経路情報】
・通行条件 ・有効幅員
・縦断勾配 ・路面状況
・段差 ・手すり 等

車道

★

横断歩道

主なバス停

車道

★

横断歩道

主なバス停

携帯電話等を用いた屋外・
屋内シームレスなバリアフリー経路案内

（出発前）PC等で

（移動中）携帯電話等で

【ノードの属性情報】
・緯度 ・経度 ・高さ 等

【ノードの配置場所】
・歩行経路の交差・分岐点

都市公園

★

★

市役所

トイレ

病院

都市公園

★

★

市役所

トイレ

病院
屋内シ ムレスな リアフリ 経路案内（移動中）携帯電話等で

ユビキタス技術を活用した
移動支援システムによるサービス

歩行空間ネットワークデータ

・経路属性の変化点 等

★

病院入口

★：施設データ
●：ノード

★

病院入口

★：施設データ
●：ノード

：リンク
●：ノード
★：施設データ
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階段、歩道の幅員や段差等のバリア情報を含む歩行空間ネットワークデー

歩行空間ネットワークデータによるバリアフリールートの案内（例）

バリアフリー

階段、歩道の幅員や段差等のバリア情報を含む歩行空間ネットワ クデ
タを用いることにより、バリアフリールートを探索することが可能となる。

最短経路案内

出発地

エレベータ
を案内

バリアフリ
経路案内

階段を案内

最短経路案内
（通常の経路案内）

を案内

エレベータ階段

幅の広い
歩道を案内

エレベ タ

最短ルート
を案内

階段

横断歩道

幅の広い歩道

を案内

歩道狭小箇所

歩道（段差な
し）を案内

最短ルート
を案内

目的地 歩道（段差なし）歩道（段差あり）
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歩行空間ネットワークデータの描画地図（例）

【基盤地図データの凡例】【基盤地図デ タの凡例】

屋内の歩行可能エリア

屋内店舗等

【描画地図データの凡例】

経路（リンク）

※この地図は平成20年度実証実験用に作成したものである。現地状況等を踏まえ利用者のわかりやすさ
に配慮した表現上の工夫が重要である。
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び

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律

高齢者、障害者等の円滑な移動及び建築物等の施設の円滑な利用の確保に関
する施策を総合的に推進するため、主務大臣による基本方針並びに旅客施設、建
築物等の構造及び設備の基準の策定のほか、市町村が定める重点整備地区にお
いて、高齢者、障害者等の計画段階からの参加を得て、旅客施設、建築物等及び
これらの間の経路の一体的な整備を推進するための措置等を定める。

○基本方針の策定
○移動等の円滑化のために施設管理者等が講ずべき措置
○重点整備地区における移動等の円滑化に係る事業の○重点整備地区における移動等の円滑化に係る事業の

重点的かつ一体的な実施
○スパイラルアップ・心のバリアフリー

福祉施設
自由通路

官公庁

駐車場
官公庁 福祉施設

福祉施設病院

官公庁

自由通路

商業施設
商業施設

鉄道駅

バス車両

公園駐車場 駐車場

福祉施設
駐車場

重点整備地区における移動等の円滑化のイメージ
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ご静聴ありがとうございましたご静聴ありがとうございました。

～歩行者の移動にやさしい環境をつくる～ 「モビリティサポートの推進」歩行者の移動にやさしい環境をつくる モビリティサポ トの推進」

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/seisakutokatsu_soukou_tk_000023.html
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